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研究成果の概要（和文）： 

 日本のバイオクラスターは、その成長に積極的な産学連携政策がとられてきたものの、欧米
に比べると研究成果を地域で事業化する能力が低いとされる。本研究は、関西バイオクラスタ
ーを対象にしてこの問題を検討した。共同特許に見られる研究開発ネットワークの構造は、経
時的なネットワーク分析によると有力な大学・研究機関をハブとするものに転換していた。だ
が、国際比較すると、中央政府を中心とする産官連携が発達していたが、地域内での横の大手
企業、有力大学=中小企業間の連携が弱く、地域的な事業化の仕組みの発達が順調ではない面が
見られる。 
研究成果の概要（英文）： 
Compared to advanced areas in Europe and United States, bioclusters in Japan are 
criticized in a way that they tend to have low regional capabilities to commercialize 
outcomes and make business from frontier research in research institutes within them. 
The main aim of this research project is to discuss this issue, mainly comparative analysis 
of cases and data in the Kansai Biocluster. Based on longitudinal analysis of 
interorganizational R & D networks in 2000’s, we found that main universities and 
research institutes took central hubs within the cluster, using join-patent data. However, 
based on international comparison, even in the Kansai Biocluster, the national government 
takes relatively stronger initiative in industry-academia alliances than the United 
States and main European countries, but horizontal relationships among main university 
/ large corporations and regional small-medium sized enterprises (SMEs), especially 
ventures. It suggests that there may not be active knowledge transfer among main research 
institutes to SMEs. 
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１．研究開始当初の背景 
 日本のバイオテクノロジー研究は、iPS 細
胞研究や再生医療などに世界最先端の研究
成果を出しているものの、バイオクラスター
における研究成果の商業化（事業化）につい
ては必ずしも順調とはいえない。日本のバイ
オクラスターは起業数、特許数、売上高成長
等で多くの課題を抱えている(大滝・西澤､
2003)。本研究は、日本の典型として関西バ
イオクラスターを対象にし、そこでの産官学
の研究開発における個人間・企業間ネットワ
ークの持つ地域的な特性を分析する。そうし
た特性が、イノベーションと事業化に対して
活性化させる側面について、これを地域的な
事業化能力（Capability）として捉え、欧米
アジアの代表的バイオクラスターとの国際
比較を進めながら、その国際的水準と課題、
改善方向を明らかにすることを考えた。 
 日本のバイオクラスターでの起業が進ま
ない理由については数多くの観点から説明
されてきているものの（大滝・西澤編､2006）、
日本人，日本企業の流動性の低さや低リスク
志向という研究者、企業個別の要因への注目
がされており、国際的に進むクラスターにお
けるネットワークの時間的変動やそこでの
制度メカニズムの与える影響の国際比較は
まだ十分でない（ Owen-Smith & Powell, 
2004；Casper & Whitley, 2004）。こうした
観点から研究を行うべきである。 
 
２．研究の目的 

本研究は、関西バイオクラスターを欧米ア
ジアのバイオクラスターと国際比較しなが
ら、その研究開発ネットワークの持つイノベ
ーションと事業化の地域能力（ Regional 
Capability）の特性を、それを取り巻く制度
環境の相違を比較しながら把握していくこ
とを主要な目的とする。第一に、関西バイオ
クラスターにおける大学、研究機関、企業の
間における研究開発ネットワークの構造と
その経時的変化，そして政策の影響を分析し
た。第二に、バイオクラスターにおける事業
化と起業行動の日本的なメカニズムを理解
するためにこの分野の国際的研究者と共同
で制度比較した。第三に、バイオクラスター
の発展に関わる産学連携のガバナンス上の
問題を利益相反マネジメントとファイナン
スの二つの面から検討した。 
 
３．研究の方法 
 研究体制としては、大きく３つの班に分け
て研究組織を編成した。それらは①「研究開
発ネットワーク構造進化」分析、②「バイオ
クラスターにおける事業化促進能力の制度
比較分析」、③産官学連携のガバナンスとベ
ンチャー投資のメカニズム研究である。各班
での個別の研究課題について国際研究会や

研究交流、現地調査、計量的ネットワーク分
析などを通じて研究を進めた。そして全体と
しては、年間で 2回程度の定期的な合同研究
会を実施した。実際の研究活動は、①米欧の
バイオクラスター研究者とのバイオクラス
ターの地域的競争力の分析に関する国際研
究ワークショップの実施、②海外における米
国ウィンスコンシン、サンディエゴ、欧州の
ミュンヘン及びフランス・アルザス、イタリ
アのモデナやミランドラなどのバイオテク
ノロジーや医療機器の主要クラスター及び
ベンチャー創業のフィールドワークの実施、
③関西バイオクラスターを対象にした製薬
分野での産官学連携による特許開発ネット
ワークの構造とその経時的変化の解析、④バ
イオクラスターにおける研究開発のガバナ
ンスについて、大学の利益相反マネジメント
とハイブリッドなベンチャー・キャピタルの
効果などの検討を実施した。 
 
４．研究成果 
（１）産学連携政策による関西バイオクラス
ター内部での研究開発ネットワーク成長 
 科学技術政策や産学連携政策が、研究機関
の研究活動の方向性や業績を変える効果を
持っており（Ida et al., 2013）、産学連携
政策は、関西バイオクラスターにおける産官
学の研究開発ネットワークの構造を変えて
いた。共同特許出願の組織間ネットワークに
ついてのデータを取り、2000 年代における構
造の時間的変動について分析すると、内部で
科学産業を中心に活発な出願が行われてお
り、大学・研究機関が中心的な存在になって
きていることが関西バイオクラスター内部
での共同特許ネットワーク構造の分析から
明らかになった（若林, 2013）。まず、産学
連携推進政策の影響により、関西バイオクラ
スターの産官学の研究開発提携ネットワー
クにおいて大学・研究機関が､中心的な存在
に成っていることがわかった。第二に、製
薬・化学産業の大手企業と科学研究費を多く
交付されている有数国立大学（関西圏以外も
含めて）との間での共同特許出願の凝集グル
ープが形成されていることがわかった。第三
に、特許出願と登録とのギャップは非常に大
きく、出願ネットワークの拡大が特許登録に
つながる関係には至っていないことがわか
った。米国の 30-40％の登録率に比べると、
その半分以下ときわめて低く、経済的な成果
が低く、経済学的には歪んだインセンティブ
構造になっている。確かに大学・研究所は、
ネットワークでの中心的な存在であっても、
特許登録には影響していなかった。第四に、
特許登録に与える影響を見ると、出願ネット
ワークでの中心性の高さよりも、むしろ、複
数の分断されたグループを架橋する存在で
ある方が効果的である傾向が見られた。 



関西バイオクラスター内部での産官学で
の組織間における共同特許開発ネットワー
ク構造の時間的変動を追った経時的分析を
行った。その結果、2000 年代を見ると、共同
特許開発という面に限定すれば、政府や地方
自治体の産学連携政策は、産学官の間の共同
開発ネットワークの成長促進に対しては効
果をあげていることがわかった。だが、この
ままでは企業の共同特許の経済的インセン
ティブが、サンディエゴ、マジソンや仏アル
ザスに比べても低い。また、同時に 2000 年
代の産学連携政策がもたらした組織間共同
特許ネットワークには、大きな政策的課題が
みられた。それは地域の有力研究機関と中小
企業の共同開発ネットワークの停滞である。
まず、ボストンやサンディエゴなどの米国事
例とは異なり、研究機関と中小企業、ことに
ベンチャー企業とのパートナーシップの形
成に成果をあげていない。 

 
（２）国際比較から見た関西バイオクラスタ
ーの競争力特性 
 仙石らの研究では、北欧メディコンバレー
及びフランスリヨン地域と国際比較すると、
関西バイオクラスターは中央政府主導であ
り地域が広く企業の主体性が傑出して強く
ない点や地域企業間の横結合よりもむしろ
官民連携が強い点が、地域的なイノベーショ
ン能力に影響しているとしている（ムニシ他, 
2013）。それらの分析と踏まえて、関西バイ
オ産業クラスター発展の今後の課題手推し
ては、２つある。第一は，多様な地域をまと
めた関西バイオクラスターでは、クラスター
形成政策が関西地域の多様性にいかに対応
するかが今後の課題である。第二は，産業ク
ラスターを代表するハブ組織の設置・運営の
重要性である。国際的に比較すると、関西に
おいては、もう少し結合能力の高いハブ組織
の存在を検討するべきである。 
 
（３）産業クラスターの国際化の影響 

バイオテクノロジー及び医療機器産業の
クラスターは、科学産業であるために、近年、
国際的な研究開発そして製造販売での結び
つきが強くなっている。国際化が地域のクラ
スターにおける事業化能力に大きく影響し
ているのかが重要な研究課題になっている。
2004 年までにイタリア経営学に蓄積された
先行研究のデータを検討しながら、イタリア
の国際化の著しい医療機器産業クラスタ
ー・ミランドラ地域における産業集積プロセ
スの特徴と、そこでの起業家の輩出機能と集
積した企業の関係ガバナンスが個性的な特
徴を持っているかについて着目しながら検
討をした（稲垣, 2013）。その結果、ここの
特徴は、ある代表的企業家が多国籍企業への
売却によって得られた資金を次の創業に生

かしていくというシリアル・アントレプレナ
ーとしての極めて属人的な能力や戦略が一
定程度地域に影響していることがわかった。
ただ、この産業クラスターにおいて、多国籍
企業の傘下に入る企業の与える影響は、その
企業を取り巻くネットワーク内に限定され
ている。国際化は、地域企業の事業化能力に
対して、国際的な連関を持たせるものの、部
分的な影響しか窺えなかった。 
 
（４）新興アジアのバイオクラスターの展開 
日本は、アジア地域において生命科学産業

の発達や地域クラスターの事業化能力につ
いては、歴史的に先行してきたものの、近年
の新興国の技術発展と産業クラスター開発
は非常に進んできている。どのような事業化
能力をアジアのクラスターが獲得してきた
かを知ることが重要である。本研究では、台
湾の台北／台南の代表的なバイオクラスタ
ーの成長パターンに注目した（陳, 2013）。
台湾では、バイオ産業を次期の成長分野に育
成させるために、国が計画的にバイオクラス
ターの形成を誘導している。台湾南部のクラ
スター事例研究から、その成長には、（１）
支援組織の連携による知識ネットワークの
組成、（２）国主導の資金供給制度とインセ
ンティブ制度の内包の 2つのメカニズムが牽
引したことがわかった。しかし、今後の発展
課題も明らかになった。バイオテクノロジー
の研究開発期間は長く、必要な投資額は大き
く、投資リスクも高い等の特徴を持つ。それ
ぞれクラスター形成初期における資源の賦
存状態も異なる。今後台湾バイオクラスター
を発展させていくための主な課題があり、産
学連携の推進、民間ベンチャーキャピタル
（ＶＣ）の発展、強力なイニシアチブを発揮
している核機関の不在である。こうした課題
克服が求められている。 
 
（５）バイオクラスター成長に影響する研究
開発事業化関連のガバナンス問題 
バイオクラスターの研究開発活動の発達

を考える上で、経営学的には、大きく 2 つの
研究開発成果を事業化する上でのガバンナ
ンスのあり方をめぐる問題があるだろう。こ
うしたガバナンス問題に制度的に対応しな
ければ、クラスター内部での事業化を推進す
ることはできない。第一には、生命科学研究
独特であるが、多額の研究費を産官より投入
されるのであるために、臨床治験における客
観性、中立性を担保するために関係者の利益
相反をコントロールする体制の整備と効果
的な運用が重要である。米国での 2012 年か
らのＣＯＩマネジメントにおける New Rule
導入の取り組みをこうした観点から分析し
た。第二に、バイオベンチャーは、一般のベ
ンチャー企業よりも、①研究開発活動の内容



が先端的でありかつ専門的であり、②投資の
額が大きく、投資期間が長いという特徴を持
つので、民間のベンチャーファイナンスの仕
組みでは、負担が重くなっている。イスラエ
ルでは、ヨズマという官民のハイブリッドフ
ァンドを導入しながら、こうした問題に対処
しようとしている。これも独自の研究開発の
事業化と投資に関する独自のガバナンス状
の問題であり、対処が求められている。 
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